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張 天 翼 の 初 期 作 品
一 移行する創作スタイルをめぐって一
奥野行伸
)は じ め に ）
張 天 翼 の 短 編 小 説 「三 天 半 的 夢 」は 魯 迅 の 推 奨 に よ っ て 、1 92 9 年4 月雑 
誌 『奔 流 』（第 1巻 第 10号）に掲載された。「魯迅日記」で は 1929年 1 月2 4 日 
に 初 め て 張 天 翼 の 名 が 記 さ れ 、そ の 後 、2 月4 日にもあり、3 月 9 日の曰記 
)1*に上ると、
九 日 晴 。上 午 得 张天翼信并稿。
と 記 さ れ て い る 。そ れ ま で の 手 紙 の 内 容 は 定 か で は な い が 、この9 日の曰 
記 よ り 原 稿 が 魯 迅 に 送 ら れ て い た こ と が わ か る 。作 品 が 魯 迅主編の雑誌 
『奔 流 』に載ったことで張天翼は本格的に文壇デビューを果たす。「三天半 
的夢」は 彼 に と っ て 小 品 を 含 め て 2 2 作 目 の 作 品 。1 9 2 2 年 4 月 「新 詩 」が雑 
誌 『礼 拝 六 』（第 156 期 ）に 戟 っ た の を 皮 切 り に 、雑 誌 に 投稿しては腕を磨 
く と い う 文 学 青 年 で あ っ た 。それ だ け に 彼 の そ の 初 期 作 品 を 読 ん で み る  
と、そ の 頃 思 考 し た 創 作 上 の 特 色 や 工 夫 が 随 所 に 読 み 取 れ る 。そこで、本 
稿 で は 彼 が 張 無 諍 か ら 張 天 翼 と 筆 名 を 変 更 し 、一 般 の 文学青年から新人 
作 家 と い う 新 た な 地 位 を 文 壇 で 得 る ま で に 発 表 し た 短 編 小 説 よ り 、その 
足 跡 を た ど り 、創作上の様々な特徴を考察していく。
)一 ）
まず 初 め に 、文 学 青 年•張天翼の旧制中学校時代の一面を窺い知ること 
が で き る 一 文 を 引 用 す る 。そ れ は 「论 《阿 Q 正传》_1 )張 天 翼 文 集 第 1〇巻）に 
お け る 、
我 第 一 次 读 到 《阿 Q 正 传 》，记 得 是 在 杭 州 什 么 地 方 出 售 的 一 种 油 印 单  
行 本 。
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那 时 候 我 正 在 杭 州 一 个 旧 制 中 学 读 书 ，一 面 又 是 林 琴 南 的 信 徒 。… … 
(中 略 ）… …在 学 校 里 — 先 生 在 讲 台 上 讲 他 的 书 ，我 在 下 面 看 我 的 旧  
小 说 ，侦 探 小 说 ，以及《礼 拜 六 》之类。
と い う 箇 所 で あ る 。こ こ で 筆 者 が 注 目 し た い の は 、張 天 翼 が 魯 迅 の 「阿Q 
正 伝 」に 出 会 っ た の が 杭 州 の 旧 制 中 学 校 時 代 で あ っ た こ と よ り も 、「林琴 
南 の 信 徒 」と あ る よ う に 同 じ 頃 文 学 上 に お い て 林 琴 南 の 作 品 に 関 心 を 持  
っていた点 で あ る 。
張 天 翼 （原 名 •張 元 定 ）は 190 6年 9 月2 6 日南京で生まれた。彼は貧しく 
も 開 明 的 な 父 母 の 影 響 で 幼い頃から文学や絵画に興味を持ちながら育っ 
た。特 に 母 •魏 茂 先 の 影 響 は 大 き か っ た よ う だ 。張 天 翼 は 「我 的 幼 年 生 活 」 
(文 集 第 9巻 ）で次のように回想している。
母 亲 是 个 多 感 的 人 ，她 常 给 我 说 故 事 ，有 一 次 说 林 译 的 《孝 女 耐 儿 传 》(D 
ic k e n s : T he  Old  C u rious  S h o p ), 〜 以 下 略 〜 。
開 明 的 な 母 の も と で 、.張 元 定 は 幼 く し て 林 琴 南 の 翻 訳 作 品 に 触 れ る と  
い う 家 庭 環 境 で 育 ち 、そ の こ と が 彼 の 文 学 に お け る 感 性 の 育 成 に 少 な か  
ら ず 影 響 を 与 え た 。林 訳 小 説 に 幼 い 頃 か ら 触 れ て い た 彼 は 自 然 と 西 欧 文  
学 に も 関 心 を 持 っ た よ う だ 。1920年に張元定は杭州の宗文中学に入学す 
る。中 学 時 代 の 張 元 定 は 文 芸 の 同 人 ク ラ ブ 「蘭 社 」（戴 望 舒 、杜 衡 、施蟄存 
らと結成）に加わり，’筆 名 を 張 無 諍 と し て 作 品 を 投 稿 し た 。そ の 中 で 、張 
無諍は西欧翻訳小説などを通して知り得たであろう探偵小説という新.し 
い文学ジ ャ ン ル に 目 覚 め 、その 創 作 に 意 欲 を 燃 や し た 。192 2年から2 3 年 
に か け て 八 本 も の 探 偵 小 説 を 『半月』『星斯』『探 偵 世 界 』などの雑誌に発表 
している(2)。当時、探 偵 小 説 を 書 い た 点 は か な り 斬 新 な こ と で あ っ た 。中 
国 に お け る 探 偵 小 説 の 流 入 は 、清 末 以 降 と 考 え ら れ 『新 小 説 』によって初 
め て ジ ャ ン ル 化 さ れ 、『新 新 小 説 』『月月小説』『小 説 林 』などで多数の作品 
が 掲 載 さ れ 、一 時 中 国 の 文 壇 の 静 か な 流 行 .と な っ た 。張 無 諍 は そ の 流 行  
下 に 探 偵 小 説 に 関 心 を 持 ち 創 作 を 始 め た の で あ っ た 。例 え ば 、『半月』（第 
1巻 第 2 2 期 1 9 2 2 年 7月2 4 日）に 掲 載 さ れ た 「少 年 書 記 」は、公司総経理の 
秘 書 （少 年 書 記 ）が小切手を持ち 逃 げ し た よ う に 思 わ れ る 事 件 で 、探 偵 •徐  
常 雲 は 、犯 人 の 手 紙 か ら 、総 経 理 （丁 可 人 ）が 犯 人 で あ る と 断 定 す る と い
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う 内 容 で あ る 。事 件 は 丁 可 人 か ら 友 人 で 事 件 の 依 頼 人 で も あ る 繆 亦 恕 に  
宛 て た 手 紙 の 前 言 が 、「赤 恕 我 兄 … …」と「亦 恕 我 兄 ••••••」と二 通 あ り 、名
前 を 間 違 え て 記 し て い る こ と か ら 、別の人間が事件に関わっているよう 
に し て 捜 査 を 撹 乱 す る 。が 、探 偵 •徐 常 雲 は 犯 人 か ら の 手 紙 で 、その筆跡 
と 捜 査 陣 を 詳 し く 把 握 し て い る 内 容 か ら 総 経 理 の 犯 行 と 断 言 す る 。探偵 
小 説 の 命 と も 云 う べ き ト リ ッ ク は や や 平 易 で あ る が 、初出の探偵小説と 
して考慮すれば、充分にまとまっている作品である。
こ の 作 品 で 特 質 す べ き 点 は 、ある一つの形によって話を物語っていく 
こ と で あ る 。そ れ は コ ナ ン .ド イ ル の シ ャ ー ロ ッ ク •ホ ー ム ズ 物 と 同 じ よ  
う に 役 柄 が 分 か れ て 話 が 展 開 さ れ て い く 点 で あ る 。つ ま り 、「少 年 書 記 」 
で は 、ホ ー ム ズ に あ た る 探 偵 = 徐 常 雲 、ワ ト ソ ン に あ た る 語 り 手 =龔 仁  
之 と な っ て お り 、ご れ 以 後 の 探 偵 物 も こ の 形 式 に よ っ て 話 が 進 め ら れ て  
“ 徐 常 雲 新 探 案 ” 物⑶として掲載された。シャーロック•ホームズ物として 
は こ の 時 期 、時 務 報 館 •丁 楊 社 の 翻 訳 「新 訳 包 探 案 」などがあり、張天翼も 
そ れ ら を 読 み 、創 作 の ヒ ン ト を 得 た と 思 わ れ る 。た だ 、そのことに関し 
て 、林 琴 南 の 翻 訳 探 偵 物 か ら 直 接 影 響 を 受 け た と 考 え る 場 合 、林琴南に 
よ る コ ナ ン • ドイルの翻訳物は多いが、探 偵 物 の 翻 訳 に な る と 、筆者の管 
見 し た と こ ろ 「歇 洛 克 奇 案 開 場 」（林 訳 小 説 叢 書 、1 9 1 4 , 6 上海商務印書 
館 ）(4)な ど が あ る も の の 、そ の 数 は 極 め て 少 な い 。そ れ ゆ え 、張無諍は林 
琴 南 の 翻 訳 物 を 通 し て 西 欧 文 学 作 品 に 触 れ る う ち に 、その中から探偵小 
説 と い う -^分 野 に 強 い 関 心 を 持 ち 、林 訳 小 説 で は な い 探 偵 物 (5)を多読す 
る う ち に 、作品のヒントを得て 創 作 し た と 考 え ら れ る 。
探 偵 小 説 以 外 の 他 の 作 品 に つ い て も 少 し 触 れ て お く 。時 代 面 で は 、こ 
の 頃 19 1 9 年 の 反 日 愛 国 運 動 で あ る 五 四 運 動 の 影 響 が 社 会 に 依 然 と し て  
あり、そ れ を 特 集 し た 『半月』（第 2巻 第 17期 。1923年 5 月 1 6 日）で 「悪夢」 
(6)と題して投稿している。また、抒 情 的 な 小 説 と し て は 「月下」(7)などもあ 
る。こ れ ら の 作 品 を み る と 、通 俗 的 な 探 偵 小 説 を 多 く 書 き な が ら も 、時事 
的 な 事 柄 や 純 文 学 へ の 分 野 に も 文 学 上 の 関 心 が あ っ た こ と が 窺 え る 。た 
だ 、張 無 諍 が 杭 州 の 宗 文 中 学 校 時 代 に 最 も 関 心 を 引 い た も の は そ の 作 品  
数 か ら し て も 探 偵 小 説 で あ っ た こ と は 確 か で あ る 。が 、この頃を回想し 
た も の に 以 下 の 文 が あ る 。
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我 常 对 他 说 ，你 小 说 的 思 想 很 诡 异 ，可 以 做 侦 探 小 说 。他 摇 头 道 ：“ 我要 
到 三 四 十 岁 才 做 。到 了 那 时 ，阅历也深了。知 识 也 多 了 。” 我心想这话很 
对 ，因我年幼识浅，做 起 侦 探 小 说 来 ，难免有些不対。
( 「小 説 雑 談 （二 ）」文 集 第9巻） 
そ の 創 作 過 程 に お い て 彼 自 身 、創 作 に 必 要な体験•経験や知識と言った 
作 家 と し て の 体 力 不 足 を 自 覚 す る 。そ う し て 、彼 は 探 偵 物 を 断 筆 し 、宗文
中 学 卒 業 と同時に杭州を離れた。
(二 ）
杭 州 の 宗 文 中 学 を 1924年に卒業した張天翼は、そ の 後 、戴 望 舒 、杜 衡 、 
施 蟄 存 ら と 同 じ く 上 海 へ 進 学 す る 。だ が 、彼 ら が 上 海 に 出 て フ ラ ン ス 語  
や 西 洋 リ ア リ ズ ム 小 説 理 論 な ど を 学 ぶ の に 対 し て 、張 天 翼 は 上 海 美 術 専  
門 学 校 で 絵 画 を 勉 強 す る 。しかし、授 業 に 対 す る 不 満 や 学 費 の 問 題 な ど  
に よ り 半 年 で 杭 州 へ 帰 る こ と に な る 。翌 年 の 1 92 5 年 、彼 は 北 京 に い る 姉 
を 頼 っ て 上 京 し 、そ し て 翌 2 6 年 北 京 大 学 予 科 に 入 学 す る 。この時期の張 
天 翼 に 関 し て 、宗 文 中 学 以 来 の 友 人 で 当 時 北 京 大 学 の 理 科 院 に 籍 を 置  
き、張天翼とよく 行 動 を と も に し て い た 周 頌 棣 氏 の 回 想 (8)がある。
当 时 在 北 京 的 同 学 和 同 乡 中 ，喜 欢 搞 搞 文 艺 ，志 同 道 合 ，经常来往的约有 
ノし九人。有 潘 振 武 （那 时 在 中 国 大 学 肄 业 ），潘 振 武 的 同 乡 潘 训 （即潘 
漠 华 ，那 是 在 北 大 外 国 文 学 系 肄 业 ），赵 平 复 （即 柔 石 ，浙 江 宁 海 人 ），冯雪 
峰 ，以及柔石的同乡邬光煜等。
天 翼 和 我 因 为 中 学 时 就 比 较 合 得 来 ，这 时 在 北 京 ，我 们 的 关 系 更 接 近  
了。 〜 中 略 〜 从 当 时 国 内 的 局 势 ，谈 到 文 坛 近 况 ，新出版的有什么杂  
志 、什 么 人 的 著 作 ；从 中 国 的 古 典 谈 到 现 代 世 界 文 学 中 的 各 流 派 ；从文 
学 研 究 会 和 创 造 社 在 前 几 年 文 学 主 张 上 的 对 阵 ，谈 到 鲁 迅 和 郁 达 夫 的  
小 说 。
この一文より、北 京 で の 張 天 翼 は 同 郷 の 柔 石 •馮 雪 峰 ら と い っ た 文 学 志  
望 の 友 人 と 付 き 合 っ て い た よ う だ 。特 に 、馮 雪 峰 は こ の 頃 北 京 大 学 の 教  
室 で 魯 迅 の 講 義 を 聴 く な ど 、文 学 青 年 と し て 精 力 的 に 活 動 し て い た 。そ
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の よ う な 文 学 活 動 の 活 発 な 同 郷 人 と の 交 わ り を 通 じ て 、張天翼も文学の 
刺 激 を 受 け た と 思 わ れ 、二 年 ぶ り に 筆 名 を 張 無 諍 か ら 張 天 翼 と 変 え て 作  
品 を 発 表 す る こ と と な る 。この章では 北 京 上 京 後 に 執 筆 さ れ た 作 品 「黑的 
颤 动 」と近接 す る 二 作 品 の 共 通 点 を 提 起 し 、この時期の作品の特徴を検討 
す る 。
「黑 的 颤 动 」(9)( 『晨 報 副 刊 』第 5 5 期 1 9 2 6 年 1 2 月2 3 日）と創作上の特徴 
を 同 じ く す る も の に 、一 年 後 の 192 7 年 9 月 に 発 表 し た 「走 向 新 的 路 」（lfl) 
( 『晨 報 副 刊 』72 期 、73期）、さらに1928年 の 「黒 的 微 笑 」・ （『貢献』第 3巻 
第 8期 ）が あ る 。これらの作品の冒頭部を見てみると、「黑 的 颤 动 」の 「大地 
上 什 么 东 西 都 黑 了 。可 怕 的 寂 静 已 侵 了 进 来 了 ：什 么 声 音 也 没 有 ，什 么 动 静  
也 没 有 。」の 「可 怕 的 寂 静 」とあるように、恐ろしい静けさが身に迫ってく 
る 情 景 か ら 語 り 始 め ら れ て い る 。ま た 「走向新的路」で は 「昏黄色的日光很 
惨 谈 ，很 冷 酷 ，它 无 力 地 射 到 了 那 灰 色 的 小 屋 子 里 。她 睡 在 床 上 ，一张脸同月 
亮 照 在 青 色 石 板 上 一 样 的 颜 色 。」と あ る 。夕 焼 け を 情 景 描 写 に 用 い る 場  
合 、そ の 柔 ら か な 光 を 美 と し て 据 え る 用 い 方 も あ る が 、ここではその日 
の 光 は 「冷 酷 」で 、「力なく」「灰 色 」の 対 象 物 を 照 ら す 役 わ り と な り 、その 
対 象 物 （救 わ れ な い 病 人 ）は 夕 暮 れ 同 様 、冷たく沈んで行く も の と し て 読  
者 に 提 起 さ れ て い る 。さ ら に 「黒 的 微 笑 」の 冒 頭 は 「这 是 怎 么 黑 的 空 气 ，这 
是 怎 么 恐 怖 的 空 气 ！」と、「これは何と黒い空気で、これは何と恐ろしい空 
気 な の か ！」の 一 文 で 始 ま る 。こ の 作 品 も 先 述 し た 二 作 品 と 同 様 「黒」「恐 
怖 」と 言 っ た暗黒の世界観が作品全体を覆っている。その直後に続く文は 
読 者 に 暗 い 印 象 を 与 え る 言 葉 が 頻 出 し 、そ れ ら を 抜 き 出 し て み る と 、 
「夜 」「滅 亡 」「黒 い 帝 国 の 領 土 と な り 」「黒い 勢 力 」「死 の よ う な 寂 静 」「枯れ 
木 」「暗 藍 」「黒 色 の 白 骨 」と、読 み 進 め る に つ れ て 、読者に暗黒の世界を否 
応 無 く 漂 わ せ る 。「黒 」「夜 」な ど 先 述 の 二 作 品 と 同 様 に 、暗黒に映る視界 
が 主 人 公 に 恐 怖 を 与 え る 象 徴 と な っ て い る 。上 記 の 三 編 は 、これら冒頭 
文 を 一 読 す れ ば わ か る よ う に 「暗 黒 」「夜 」「寂 寞 」な ど の 言 葉 に よ っ て 、登 
場 人 物 の 内 面 を 象 徴 主 義 の 形 式 を 用 い て 描 い た 作 品 で あ る 。また、創作 
上 の 工 夫 と し て 擬 人 法 （「黑 的 颤 动 」）や 「日の光」（「走 向 新 的 路 」）という 
情 景 描 写 で 主 人 公 の 心 理 を 補 い 、また、主 人 公 が 「死 」か ら 「生」へ執着す 
る た め に 「仏 」の 存 在 （「黒 的 微 笑 」）が 用 い ら れ る な ど 、主人公の内面を巧
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みに 描 写 し て い る 。
象 徴 主 義 に 関 し て 、中 国 文 学 に お け る 象 徴 主 義 の 流 入 時 期 は 不 確 か で  
あ る 。張 天 翼 の 友 人 •戴 望 舒 の 場 合 は 1 9 2 5 年以降ボードレールの詩を読 
み ふ け り 、そ の 象 徴 詩 の 文 体 を 真 似 た よ う だ 。こ の 頃 の 張 天 翼 が い か に  
し て 象 徴 主 義 の 作 風 を 取 り 入 れ た の か は 定 か で な い 。た だ 、一つ考えら 
れ る も の に 場 所 と 時 代 の 因 果 関 係 が 挙 げ ら れ よ う 。そ れ は 、この頃北京 
で 最 も 活 躍 し て い た 作 家 の 一 人 で 、上 記 の 周 颂 棣 氏 の 回 想 に も 記 さ れ て  
いる“ 魯 迅 ” の存在で あ り 、当 時 北 京 の 週 刊 誌 『語 絲 』で発表されていた彼 
の 散 文 的 詩 と も 言 わ れ る 『野 草 』が 挙 げ ら れ る で あ ろ う 。張天翼における 
魯 迅 に 関 す る 著 作 (12)は 多 数 あ り 、これらから彼の魯迅への関心の痕跡は 
十 分 示 さ れ て い る 。魯 迅 に 傾 倒 し て い た 張 天 翼 が 『野 草 』を素通りしたこ 
と は 考 え 難 い 。そ こ で 、こ の 章 で 取 り 上 げ た 張 天 翼 の 三 作 品 と 魯 迅 の 『野 
草』とを少し重ね合わせて触れてみる。
魯 迅 が 『野 草 』を発表した1925年前後の北京は、いわゆる五四退潮期と 
さ れ 、魯 迅 の 作 品 中 に 見 ら れ る 彷 徨 的 気 質 が 文 壇 を 支 配 し て い た 。また 
政 治 面 で は 、軍 閥 同 士 が た え ず 戦 争 を 繰 り 返 す 一 方 で 、帝国主義列強の 
侵 略 も 進 み 、人々の生活はますます苦しくなるという、ま さ に 「暗黒」の時 
代 で あ っ た 。そ の 頃 に 発 表 さ れ た 『野 草 』を片山智行氏は、
『野 草 』は 「暗 黒 と 虚 無 」、お よ び そ れ し か 信 じ ら れ ぬ 内 な る 「影 」と対 
決 し た 魯 迅 の 内 的 ド ラ マ で あ り 、魯迅文学の集約的な形象というこ 
とができるであろう。（13)
と 指 摘 し て い る 。こ こ に あ る 「暗 黒 と 虚 無 …影 と 対 決 し た 」は張天翼の先 
述 し た 三 作 品 の モ チ ー フ と 重 な る よ う に 、そ れ ら と 『野 草 』との共通性を 
考 え た 場 合 、そ の 印 象 や 構 成 が 似 通 っ て い る こ と を 否 定 し 難 い 箇 所 が あ  
る。そ れ に つ い て 詳 細 す る だ け の 準 備 は な い が 、こ こ で は 魯 迅 の 『野 草 』 
と構成上似通っている箇所を二、三挙げて簡単に触れておく。
私 は た だ の 影 だ 。君 に 別 れ て 暗 黒 の な か に 沈 も う と 思 う 。だが暗黒 
も私を呑むだろう。だが光明も私を消すかもしれぬ。… （中略）…
ああ、ああ、もし黄昏ならば、黒夜はむろん、私を 沈 め る だ ろ う 。
( 『野草』「影 の 告 別 」）(14)
上 記 の 「暗 黒 の な か に 沈 も う と 」や 「暗 黒 も 私 を 呑 む だ ろ う 」さ ら に 「黒
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夜 は む ろ ん 、私 を 沈 め る だ ろ う 」の 箇 所 は 、先述した三作品の基調となっ 
て い る 箇 所 で あ り 、
希 望 、希 望 、こ の 希 望 の盾をもって、空虚のなかの暗夜の襲来を防ご 
う と し た 。た と い 盾 の 裏 側 が 相 変 ら ず 空 虚 の な か の 暗 夜 で あ ろ う と  
も。 （『野 草 』「希 望 」より）
の 「空 虚 の な か の 暗 夜 の 襲 来 を 防 ご う 」と し た 「希 望 」は 、「暗 黒 」の中、死 
期 の 訪 れ を 感 じ な が ら も 、生 き よ う と し た 「走 的 新 的 路 」の女性主人公や 
「黒 的 微 笑 」の 「私 」を彷彿させる。その他に、『野草』の 「過 客 」の 「黒い長衣 
を 着 た 老 人 」が ど こ へ 行 っ て も 希 望 が な い が 、前 へ 進 も う と す る 姿 は 、 
「黒 的 微 笑 」の 老 人 と 重 ね 合 わ せ て 読 む こ と も 十 分 に で き 、『野 草 』との関 
連性が強いと思われる箇所が多々ある。
こ の 章 で 扱 っ た 張 天 翼 の 三 作 品 の 世 界 は 、作 中 人 物 の 視 界 に 写 る 「黒 」 
と、独 白 的 な 語 り と を 通 し て 暗 い 世 界 観 を 象 徴 的 に 描 い て い る 。これら 
の 創 作 に は 象 徴 主 義 の 流 行 に よ る も の 、さ ら に 魯 迅 の 『野 草 』の影響、加 
え て 魯 迅 が 「無 花 的 薔 薇 之 一 」（15)で 付 記 し た 「民 国 以 来 最 も 暗 黒 な る 日 」 
と あ る1 9 2 6 年 の 三 •一 八 事 件 や 2 7年 の 四 •一 二 反 共 ク ー デ タ ー 、李大釗 
の 殺 害 な ど 、当 時 の 政 治 状 況 も 多 い に 重 な っ て 、作 品 の 創 作 に 影 響 を 与  
え た と 思 わ れ る 。張 天 翼 は こ の よ う な 暗 黒 で 混 沌 と す る 時 代 の 中 で 、魯 
迅 の 『野 草 』と象徴主義の作品に触れて、そ こ か ら 受 け た 「魯迅の内的ドラ 
マ」を 題 材 に 用 い つ つ 、独自の死生観へと展開させて創作したのではなか 
ろ う か 。た だ 、作 品 の 出 来 栄 え は 張 天 翼 自 身 納 得 の い く も の で は な か っ  
た よ う だ 。後 に 「自叙小伝」（文 集 第 9巻）で、
北 京 的 一 家 报 纸 发 表 了 我 的 一 篇 模 仿 所 谓 “ 象 征 主 义 ” 的东西。我那肘 
存 在 一 种 荒 谬 可 笑 的 念 头 ，即 认 为 文 学 与 行 动 是 彼 此 分 开 的 两 码 事 。后 
来 ，我 停 止 了 写作。
と 回 想 し て い る 。彼 は 嘗 て 「経 験 •知 識 不 足 」に よ り 探 偵 小 説 を 断 筆 し 、 
今 回 は た だ “ 象 徴 主 義 ” を そ れ ら し く “ 模 倣 ” し て い るものとし、それらは 
創 作 に お い て 「荒 唐 無 稽 な 考 え 」だったとして象徴主義的作品の執筆を止 
め る の で あ っ た 。
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(三 ）
魯 迅 の 『野 草 』を 踏 ま え つ つ 、象 徴 主 義 の 作 品 を 執 筆 し た 張 天 翼 だ が 、 
こ れ も 納 得 の い く 出 来 栄 え で は な か っ た 。彼 が 次 に 創 作 し た 作 品 は 本 稿  
「（は じ め に ）」で 触 れ た 「三 天 半 的 夢 」で あ る 。短 編 小 説 「三 天 半 的 夢 」は 、 
主 人 公 の 「私 」が故郷で過ごした三日と半日の出来事を手紙文形式で書い 
て い る 。内 容 は 数 年 ぶ り に 老 い た 両 親 を 訪 ね て 戻 っ て 来 た 主 人 公 の 「私 」 
が、育 っ た 町 の 退 嬰 的 な 雰 囲 気 に 馴 染 め ず 、両 親 と の 間 も う ま く い か ず 、 
三 日 と 半 日 で 逃 げ る よ う に 故 郷 を 立 ち 去 る ま で の 過 程 を 描 い た 作 品 で あ  
る。こ の 章 で は 「三 天 半 的 夢 」の 主 人 公 の 内 面 描 写 を 通 し て 、新たな創作 
上 の 特 徴 を 考 え る 。
作 品 の 冒 頭 は 帰 郷 の 様 子 か ら 始 ま る 。主 人 公 「私 」は 故 郷 （杭 州 ）に戻っ 
て 来 た の だ が 、そ の 胸 の 内 は 重 苦 し い も の で 、は っ き り と 「私はずっと杭 
州 語 と 杭 州 地 方 を 忌 み 嫌 っ て い た 。」と述べている。一 般 に 、生まれ育っ 
た 故 郷 に 向 か う 時 は 何 が し か の 郷 愁 が 想 起 さ れ る も の で あ る 。が 、主人 
公 の 「私 」は郷愁の念を持つプロトタイプの人とは異なる心理の持ち主と 
し て 登 場 す る 。こ の 異 な る 心 理 に 関 し て は 、故 郷 を 離 れ る 前 日 に 以 下 の  
よ う に 記 し て い る 。「明 天 要 走 了 ，我 象 人 们 将 回 故 乡 似 地 感 到 了 一 种 什 么 ， 
(这 “ 什 么 ” ，我 可 想 不 出 它 是 什 么 。）」ここで、心 境 の 具 体 的 な も の （「この 
“ 何 か ” 」）は記さ れ て い な い が 、内 な る 気 持 ち と し て 「人々が正に故郷へ帰 
ろうとするかのよう」な心境で都市に帰るとある。つ ま り 「私 」は故郷に帰 
る人々と方向こそ全く逆だが、心 理 状 態 に お い て は 同 様 と な る 。さらに読 
み 進 め る と 、「车到X 都 时 ，使 我莫名其妙地感到高兴了。」とあり、故郷より 
逃 れ 、都 市 に 到 着 し た 気 持 ち は 「わ け の 解 ら ぬ …」と、小説中では最後ま 
で 故 郷 を 嫌 う 具 体 的 な 理 由 は 書 か れ て い な い 。た だ 、内 心 に 表れる主人 
公 の 気 持 ち 「わ け の 解 ら ぬ … …」と い う 心 理 状 態 に こ そ 、若い知識青年の 
苦悩の根深さが簡単 に は 言 え な い も の で あ る と 物 語 っ て い る よ う だ 。
で は 、主 人 公 の 「私 」が 故 郷 を 忌 み 嫌 う 要 因 が 全 く 記 さ れ て い な い の で  
あ ろ う か 。本 文 で は 、杭 州 に 到 着 す る と す ぐ に 、「脑 里 都 是 充 满 着 可 怜 的  
两 位 老 人 的 印 象 。」とあり、真っ先に両親 の こ と が 脳 裏 に 浮 か ぶ 。そ し て 、 
青 年 の 心 を 揺 れ 動 か し て い る 苦 悩 と は 、両親に再会せねば な ら な い こ と
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に あ っ た 。そ こ に 潜 む 「私 」の 心 理 状 態 に つ い て は 、“ 空 洞 ” と“ 伯 ” のみが 
脳 裏 を か す め 、そ れ が 「わ け の 解 ら ぬ … …」と い う 心 理 状 況 で 表 現 さ れ 、 
苦 悩 の 根 源 と な っ て い た の で あ る 。杭 州 に 滞 在 す る う ち に 、「私 」の嫌悪 
感 は 益 々 増 幅 し 、こ こ で の 生 活 に 耐 え ら れ な く な る 。そ こ で 、苦悩する状 
況 を 克 明 に 書 き 記 す の で あ る が 、本 文 で は 「二 十 二 日 」付 の 手 紙 ま で 「私 」 
個 人 の 感 情 を 記 し て き た も の の 、「甘 三 夜 」付 の 手 紙 以 降 、唐突ではある 
が、「私 」個 人 の 苦 悩 か ら 、社 会 •人 類 の 問 題 と し て 世 の 青 年 を 代 弁 す る か  
の よ う に 、一連の苦悩を 告 白 し て い る 。例 え ば 、本文では
人 身 上 ，一 定 还 有 生 理 学 家 所 未 发 见 的 一 种 神 经 ，叫 矛 盾 神 经 。如今的 
人 的 对 所 谓 家 庭 的 态 度 ，全是矛盾神经的作用吧。
とあり、こ こ に あ る 「矛 盾 す る 神 経 」とは、本 文 中 の 「立派になって両親を 
安 心 さ せ た い と い う 気 持 ち 」が あ る 一 方 で 、他方故郷で両親と共に生活し 
て い る と 、「監 獄 に 拘 束 さ れ て い る 」と い う 苦 し み も あ る 。主 人 公 の 「私 」 
が 親 孝 行 し た い 気 持 ち と 、自 由 を 求 め て い る 姿 と が 二 律 背 反 に 陥 る 心 境  
と し て 示 唆 さ れ て い る 。そ の 二 律 背 反 に 陥 る 心 境 は 故 郷 に 滞 在 す る に つ  
れ て 、青 年 の 著 し い 苦 悩 と な る 。しかも、このことは作品中で私個人に限 
らず、「如 今 的 人 」として五四以降の若い知識人がかかえている問題とし 
て 作 品 に 記 さ れ て い る の で あ る 。そ し て 「私 」は 苦 悩 か ら の 解 決 策 と し  
て、「赎 出 我 们 的 身 子 。出一点相当的代价，买 回 自 由 。」と、「私 」に対する両 
親 の 深 い 愛 情 と 干 渉 か ら 逃 れ る た め に 、両 親 の い る 杭 州 か ら 去 っ て 「自 
由」を 得 る し かないと誓うのであった。
近 代 社 会 に お い て 、伝 統 的 な 世 界 か ら 近 代 化 に 移 行 す る 際 に 、家族制 
度 か ら の 自 立 を め ざ し 、「私 」のような若者が複雑な心境に陥るのも珍し 
い も の で は な か っ た で あ ろ う 。中 国 に お い て も 、五 四 新 文 化 運 動 を 経 て  
社 会 の 大 変 革 期 に あ た り 、あ る 思 春 期 の 青 年 が 抱 え る 封 建 的 家 庭 を 「忌み 
嫌 い 」、親 か ら の 深 い 愛 情 と 干 渉 か ら 逃 れ る た め に 、「自由」という西洋思 
想的•な個人主義を追い求める。だが、一 方 で 青 年 の 心 に 潜 む 「両親を安心 
さ せ た い 」と い う 「矛 盾 す る 神 経 」ゆ え に ね じ れ た 自 我 に 苦 悩 す る 青 年 像  
が こ の 小 説 上 に 生 み 出 さ れ て い る 。しかも、この作品では 逃 れ る よ う に  
新 し い 文 明 の 象 徴 で あ る 近 代 都 市 へ 向 か う 青 年 の 心 境 を た だ 個 人 の 問 題  
と し て 捉 え る だ け で な く 、同 時 代 の 青 年 に お け る 現 実 的 な 問 題 と し て 捉
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え て い るのである。
こ の よ う に 、象 徴 主 羲 の 作 品 を 止 め て 、複雑な青年の心境を描くことに 
よ っ て 、張 天 翼 は 新 た な 創 作 ス タ イ ル を 手 に し た と 言 え よ う 。では、その 
創 作 上 の 契 機 と な っ た も の は い っ た い 何 で あ っ た の か 。こ の 「三天半的 
夢」が 執 筆 さ れ た 1 9 2 8 年 頃 は 、文 壇 で は 銭 杏 邨 の 「死 去 的 阿 Q 時代」（『太 
陽 月 刊 』3 月 号 ）が 登 場 し 、中国の革命的農民は魯迅の描いた阿Q のように 
未 来 の 光 明 を 見 る こ と の で き な い 農 民 で は な い と し て 、阿Q 時 代 の “ 死 ” 
を 宣 告 す る 斬 新 な 革 命 文 学 論 が 話 題 に 上 る 一 方 、「三 天 半 的 夢 」と同様の 
“ 自 我 に 苦 悩 す る 青 年 像 ” をモチーフにした作品が若手作家によって執筆 
され て い る 。特 に 「三 天 半 的 夢 」以 前 に 発 表 さ れ た も の で は 、丁 玲 の 「莎菲 
女 士 の 日 記 」（『小説月報』第 19巻 第 2 号 192 8年）や巴金の処女作でインテ 
リ 青 年 の 苦 闘 を 描 い た 「滅 亡 」（『小 説 月 報 』第 2 0 卷 第 1号 〜 4 号 1 9 2 9 年 1 
月）な ど が あ り 、当 '時 の 若 い 読 者 に 強 く 訴 え る も の が あ っ た 。なかでも 
「莎 菲 女 土 の 日 記 」は、五 四 の 新 思 想 を 受 け 、近代 的 自 我 に 目 覚 め た 若 い  
知 識 人 女 性 の 内 面 と 恋 愛 心 理 と を 描 い た 短 編 で あ る 。この作品が若い読 
者に熱狂的に迎えられた理 由 の 一 つ と し て 中 島 み ど り 氏 は 、
単 に 若 い 女 の 恋 を 大 胆 に 描 い た か ら で は な く て 、五四から大革命の 
挫 折 に 至 る こ の 社 会 的 激 動 期 に 、直 接 に は “ 革 命 ’’ に参加することも 
な く 、と い っ て 立 身 出 世 に 路 を 見 出 す こ と も 潔 し と せ ず 、出口なし 
の 情 況 に苦しん七いた青年たちの鬱屈した心情を代弁していたから 
で あ ろ う 。⑽
と 指 摘 し て い る 。この「直 接 に は “ 革 命 ” に参加 す る こ と も な 」かった若い 
読 者 の 中 に ま だ 本 格 的 に 文 壇 デ ビ ュ ー し て い な い 文 学 青 年 •張 天 翼 も い  
た。彼 は 魯 迅 の 『野 草 』を 踏 ま え つ つ 、象 徴 主 義 の ス タ イ ル で 作 品 を 執 筆  
したが、ど う も し っ く り と い か な い 。そ し て 、職を転々と変えながら新た 
な 創 作 ス タ イ ル を 模 索 し て い た 。こ の 時 期 に 、丁 玲 の 「莎 菲 女 士 の 日 記 」 
に め ぐ り 合 い 、新 し い 「青 年 た ち の 鬱 屈 し た 心 情 を 代 弁 」する創作スタイ 
ル を 得 た の で は な い か 。彼 の 「关 于 莎 菲 女 士 」(17)の中では、何 時 、何処でこ 
の 小 説 を 初 め て 読 ん だ か は 記 さ れ て い な い が 、張 天 翼 が 斬 新 で 大 胆 な 描  
写 方 法 に 衝 撃 を 受 け た こ と は 確 か で あ る 。また、小 説 作 法 上 か ら 作 品 の  
類 似 性 を 見 る と 、「三 天 半 的 夢 」の 目 立 っ た 特 徴 の 一 つ は 、手紙文により
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「私 」と い う 若 者 の 内 面 を 描 い て い る こ と で あ る 。つ ま り 、一人称形式に 
よ る 語 り の 手 法 に よ っ て 、ね じ れ た 自 我 に 苦 悩 す る 若 い 知 識 人 の 内 面 を  
直 接 読 者 に 物 語 る 構 造 に な っ て い る 。このことは日記という一人称の形 
式 を 用 い て 、若 い 知 識 人 女 性 の 内 面 を 描 い た 「莎 菲 女 士 の 日 記 」と作法上 
の 共 通 点 と な る 。さらに、「天 翼 的 信 」(18)に も あ る よ う に 「丁玲を最も有望 
な 作 家 の 一 人 」として注目していた一例もある。これらから「三天半的夢」 
は 張 天 翼 の 独 創 か ら 生 ま れ た と い う よ り も 、西 欧 探 偵 小 説 や 魯 迅 の 『野 
草 』の 影 響 を 受 け た よ う に 、丁 玲 の 「莎 菲 女 土 の 日 記 」か ら 影 響 を 受 け 、 
“ 自 我 に 苦 悩 す る 青 年 像 ” を 問 う 新 た な 創 作 上 の ス タ イ ル を 得 て 、作品を 
執 筆 し た の で は な い か と 思 わ れ る 。張 天 翼 に お け る 「莎 菲 女 土 の 日 記 」の 
受 容 に 関 し て は 次 章 で も 補 足 す る 。
文 学 青 年 •張 天 翼 は 五 四 以 後 の 時 代 の 流 れ の な か で 、自身が若い知識人 
に属するという立 場 と 文 壇 の 変 化 を 素 早 く 受 容 す る と い う 個 人 的 資 質 と  
か ら 、若 い 知 識 人 の 心 境 に 主 眼 を 置 い た 小 説 を 新 た に 創 作 し 始 め る の で  
あった0
(四 ）
「三 天 半 的 夢 」の 後 に 発 表 さ れ た 近 作 (19)を た ど っ て み る と 、張天翼の 
「关 于 莎 菲 女 土 」で、
我 们 知 道 ，莎 菲 这 号 人 虽 说 是 五 四 以 来 的 新 产 物 ，可是在她身上连一点 
点 五 四 青 年 在 当 时 或 多 或 少 的 那 种 进 步 气 都 没 有 了 ，有 的 是 末路颓废  
的 资 产 阶 级 气 味 。
と あ る よ う に 、「莎 菲 女 土 の 日 記 」の受容を感じさせ る 若 い 知 識 青 年 の 退  
廃 的 な 色 彩 が 濃 く 作 品 に 描 か れ て い る 。この章では若い知識青年の感傷 
と退廃的な特徴を備え、さ ら に 「关 于 莎 菲 女 土 」で 指 摘 し て い る 「自己の情 
欲」・ も 描 か れ て い る 「報復」（『萌 芽 月 刊 』第 1巻 第 1期 19 30年 1 月1 日）を 
扱 う 。
こ の 作 品 は 他 と 異 な り 、毒 気 の あ る 作 品 と 筆 者 は 感 じ る 。それは主人 
公 と 女 性 が 一 夜 を 共 に す る こ と に な っ た 時 の 最 終 行 で あ る 。「男的这样想 
: “ 我 要 是 在 今 晩 丢 一 个 儿 子 进 去 ，那 多 痛 快 广 」こ こ で の 「丢」は 「性行為を
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す る 」時 に 用 い ら れ る も の で 、つ ま り 「精 子 を 落 と す 」という意味になる。 
報 復 す る 男 の 痛 快 な 心 境 を 痛 烈 に 表 し た 一 文 に よ っ て 作 品 が 閉 じ ら れ て  
い る 。「報 復 」は 失 恋 に よ り 目 標 を 見 失 な い 、精神が分裂した状態に陥っ 
て い る 男 の 心 理 を 描 い た 作 品 で あ る 。主 人 公 の 男 を 通 し て 、灰色な生活 
と そ こ に 働 く 愚 劣 な “ 情 欲 ” を こ の 小 説 で は 表 出 し て い る 。張天翼の全作 
品 中 、こ れ ぼ ど ま で に 男 の “ 情 欲 ” に 対 す る 心理の奥深さを取り扱った作 
品は な い と 思 わ れ る 。
さ て 、こ の よ う に あ る 種 の 恐 ろ し さ を 含 む 作 品 で 、報 復 を 抱 く 青 年 の  
心 理 は 「三 天 半 的 夢 」の 主 人 公 同 様 矛 盾 す る も の で あ っ た 。冒頭、女 性 「小 
卜」か ら の 電 話 が あ り 、男 が 街 に 出 る 時 の 心 境 を 語 っ た も の に 、「彼の心 
は 乱 れ て い る 」と 「彼 の 心 は 空 っ ぽ で あ る 」といった矛盾した二つの心境 
が 述 べ ら れ て い る 。ま た 、別 の 箇 所 で 魅 力 的 な 女 性 「小 卜 」への心境を述 
ベ た 場 面 で は 、「憤 り 」と「悲哀」とが対立する概念として描かれ、さらに、
他 说 他 到 如 今 还 是 爱 着 她 ，惟 其 爱 得 厉 害 ，所 以 对 她 报 复 得 也 厉 害 ，可 
是 ，他 又 声 明 ，可 是 他 并 不 坏 恶 意 ，也 无 所 谓 幸 灾 乐 祸 的 念 头 。他要永远  
给 她 援 助 。
とあり、彼 女 に 対 す る 「愛 」と「報 復 」、「報 復 」と「悪 意 を 持 っ て い な い 」と 
い っ た 二 つ の 矛 盾 し た 心 境 が 語 ら れ て い る 。この作品では叙述者によっ 
て 、「三 天 半 的 夢 」同 様 主 人 公 の 心 境 を 執 拗 に 追 い か け て 、矛盾した青年 
の 複 雑 な 心境を描き出している。
次 に 、作 品 中 の 新 た な 人物描写を検討する。第三節 の 冒 頭 部 か ら 。
“ 黄 先 生 在 家 么 ？” 听 ，不 就 是 她 么 。他全身的肌肉似乎跳动了一下。 
他 可 不 去 幵 门 ，而 静 待 着 房 门 慢 慢 地 向 外 开 。象 在 揭 幕 布 ，那女人在门  
的开处，现 出 小 半 身 ,半 身 ，大 半 身 ，全 身 ，全身出现了。-  那 女 人 。
こ の 場 面 は 女 性 「小 卜 」が 主 人 公 の 部 屋 を 訪 れ た 時 の も の で あ る 。ここ 
で の 描 写 方 法 に は 映 画 の カ メ ラ ア ン グ ル の よ う に 、女性が徐々に姿を現 
す よ う に 描 か れ て い る 。以前の人物が徐々に現れる描き方として.、例えば 
先 述 し た 「月下」(6)で は 「〜 全 身 漸 漸 現 了 〜 」と 普 通 に 描 か れ て い た が 、こ 
こでは「（舞 台 の ）カーテンが張ってあるかのように、あの女性がドアの開 
く所にいて、小 半 身 が 現 れ 、半身、大 半 身 、全 身 、全 身 が 現 れ た 。」と、臨場 
感 が 増 す よ う に 映 像 的 な 文 章 表 現 が 用 い ら れ て い る 。このような文章表
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現 は 新 感 覚 派 の 描 写 に 近 い 。中 国 に お い て 、新感 覚 派 の 影 響 が 日 本 よ り  
流 入 し は じ め る の は 、劉 呐 鸥 が 雑 誌 『無 軌 列 車 』（2 9 年 9 月）を創刊して紹 
介 し た 頃 と 言 わ れ て い る 。劉 呐 鴣 以 外 の 作 家 と し て は 穆 時 英 な ど も 挙 げ  
られる。張 天 翼 の 文 献 に 新 感 覚 派 に 関 す る 記 述 は 筆 者 の 管 見 す る と こ ろ  
な い よ う だ が 、胡 風 の 『回憶録』(21)の中に注目すべき一文がある。
这 时 他 （韩 起 ）和 夫 人 董 曼 尼 住 在 南 京 ，和 在 什 么 军 事 机 关 做 职 员 的 这  
时 已 很 有 文 名 的 张 天 翼 熟 悉 。这 时 ，他 们 （还 有 在 上 海 的 欧 阳 山 ，当时笔 
名 罗 西 ）共 同 出 一 个 小 刊 物 《幼 稚 》。我 因 他 认 识 了 张 天 翼 ，有两三个晚  
上 交 谈 关 于 文 学 界 的 感 想 到 夜 深 。记得 一 点 ：当时有 一 个 新作家穆时英 
很 出 风 头 ，有 一 篇 小 说 写 丝 厂 女 工 人 的 手 指 骨 都 露 了 出 来 。我们都很反 
感 （后 来 听 说 这 个 人 投 了 日 本 ，被 国 民 党 的特务暗杀了）。
こ の 一 文 か ら 、当 時 張 天 翼 が 穆 時 英 等 の 新 感 覚 派 の 作 品 に も 聊 か の 関  
心 を も っ て い た こ と を 窺 い 知 る こ と が で き る 。先に引用した女性に久し 
ぶ り に 会 う 場 面 で は 、新 感 覚 派 の 描 写 方 法 を 一 部 試 し て 描 い た の で は と  
考 え ら れ な く も な い 。
短 編 小 説 「報 復 」は、あ る 若 い 知 識 青 年が矛盾した複雑な精神状況から 
“ 情 欲 ” を 満 た そ う と す る 心 理 を 大 胆 に 描 き 出 し て い る 。このことは他の 
近 接 す る 作 品 の 中 で 、丁 玲 の 「莎 菲 女 土 の 日 記 」から受けた影響が顕著に 
み ら れ る 作 品 の 一 つ で は な い か と 思 わ れ る 。さらに、創作 の 表 現 面 で は 、 
こ の 時 期 文 壇 で 流 行 り 出 し た 新 感 覚 派 の 斬 新 な 表 現 方 法 も 作 品 に 取 り 入  
れ て い る 。文 壇 の 流 行 を 素 早 く 自 己 の 作 品 に 取 り 入 れ 、創作する張天翼 
の 特 徴 が 十 分 に 表 れ て い る 作 品 で あ る 。
(五 ）
1 93 0 年 に 入 る と 、国民党のファッショ化と日本の侵略に抗議する文学 
界 の 統 一 戦 線 組 織 「中国左翼作家連盟」（以 後 「左連」と略す。）が3 月2 日に 
結 成 さ れ た 。だが、張 天 翼 は そ の 頃 上 海 に は 居 ら ず 、「左 連 」に正式に加盟 
す る の は 1 9 3 1 年 9 月 1 8 日 の 満 州 事 変 以 後 と な る 。193 0 年 の 上 半 期 、張 
天 翼 は 先 述 し た 胡 風 の 『回憶録』にもあるように、張 一 之 の 名 で 、南京•国 
民 党 参 謀 本 部 で 職 員 生 活 を 送 っ て い た 。そ の 後 、秋 に は 安 徽 省 の 安 慶 へ
[ 4 9 ]
『中国言語文化研究』第 6 号
移 り 、3 1 年 夏 頃 ま で の 一 年 間 を 安 慶 通 志 館 で 働 き 、秋には上海に移って 
いる。この章では、そ の 安 慶 に 滞 在 し た 一 年 に 執 筆 し た と 思 わ れ る 「二十 
一 個 」（『文 学 生 活 』一 巻 一 号 1 9 3 1 年 3 月。）と「皮 帯 」（『青 年 界 』月 刊 第 1 
巻 第 5 号 1 9 3 1 年 7 月。）の 二 作 品 を 通 し て 、「左 連 」に 加 盟 し 、左翼作家と 
して活躍し始める直前の創作上の変化を追いかける。
「二 十 一 個 」は、軍 隊 の 叛 乱 を テ ー マ に 、非 人 間 的 な 待 遇 に た ま り か ね  
た 兵 隊 た ち が 、集 団 脱 走 に 立 ち 上 が る 物 語 で 、生 き 残 っ た 敵 味 方 合 わ せ  
て 二 H■• — 人 の 兵 卒 階 級 の 友 情 と い っ た も の が 描 か れ て い る 。本文では野 
営地での苦しい生活や軍規 違 反 に 対 し て 軍 法 会 議 に も か け ず に 銃 殺 す る  
場 函 な ど 、多 数 非 人 間 的 な 待 遇 が 描 か れ て い る 。そ こ で 、筆者は作品中か 
ら 兵 隊 た ち の 苦 悩 を ど の よ う に 描 い た か に つ い て 、ま ず 「眼」の描写に着 
目してみた。
大 家 的 眼 白 成 了 红 色 ，眼黑翻了 一 半 上 去 ，象 还 没 闭 眼 的 死 尸 ；眼眶子一 
黒 。… …腿子发了一点肿，比平素大一圏。……
「白 眼 は 赤 く な り …」の 「眼」の観察 か ら 、野営して疲労が重なっていく 
状 況 が 読 み 取 る こ と が で き る 一 文 で あ る 。戦闘前の場面でも、
大 家 站 直 了 身 子 。有 几 个 揉 揉 眼 请 ：眼白老是红，眼黑老是灰色。
と 「眼」の 充 血 が 記 さ れ て お り 、「老 」の文字に疲労の甚だしさが強調され 
て い る 。さらに、戦 闘 状 況の場面では、
故 人 就 在 面 前 ！他 们 自 然 一 定 都 跟 我 们 一 祥 ，我们没有瞧清他们的脸子
— 谁 有 工 夫 去 瞧 他 们 的 鸡 巴 脸 子 — 不过他们眼晴也一定和我们的
一 样 不 大 张 得 开 ，也 一 定 空 跑 了 个 几 天 几 晚 早 路 。脸 子 都 青 白 着 ，正在
动哩。
と あ り 、こ こ で も 両 軍 双 方 の 疲 労 の 激 し さ が 「眼」を 通 し て 描 か れ て い  
る。本 作 品 は 戦 場 で 、身 体 の 一 部 で あ る 「眼」の描写を通して疲労困憊し 
て い く 状 況 が 具 体 的 に 表 出 さ れ て い る 。し か も そ れ は 、語 り 手 で あ る  
「私 」自 身 の 目 に 映 っ た 状 況 の み を 写 実 的 に 述 べ て い る も の で 、「私 」の戦 
地 に お け る 苦 し さ や 疲 労 と 言 っ た 心 理 的 感 情 移 入 な ど は 極 力 避 け ら れ て  
いる。このことは後ほど語り口にとともに触れる。
次 に 、語 り 口 に つ い て 。この小説 の 冒 頭 「我 们 在 白 芦 沟 休 息 下 来 。……」 
と あ る よ う に 、「我々」（連 隊 ）の 中 に い る 「私」、つまり一人称による語り
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手 に よ っ て 話 が 展 開 し て い く 。し か し な が ら 、本 稿 第 三 章 で 取 り 上 げ た  
「三 天 半 的 夢 」の 一 人 称 型 の 独 白 形 式 の 語 り や 、人称は異なるが叙述者が 
登 場 人 物 の 心 理 を 補 足 的 に 物 語 る 「報 復 」とは語り口がはっきり違ってい 
る。「二 4 一 個 」の 「私 」の 語 り 口 は 、戦 場 で 「私 」自身が見た光景をそのま 
ま 主 観 を 交 え ず に 書 き 写 し た 写 実 の 方 式 を 用 い て お り 、話の一つ一つに 
「私 」の 意 見 や 心 境 と いった心理を吐露する場面はほとんど含まれていな 
い。文 中 例 え ば 、高 連 隊 長 と い さ か い を 起 こ し 、皆で脱走する契機を作っ 
た 沈 振 国 の 人 間 像 を 語 っ た 場 面 で は 、読者 は 文 脈 上 沈 振 国 が 誰 を 罵 っ て  
い る か を 理 解 で き な く も な い が 、ここでは「彼のその意思を私は実にわか 
っ て い る の だ が 、話 せ な い 。」として、「私 」が目撃した沈振国という人物 
を 記 す こ と だ け を 心 掛 け て い る 。さらに、戦 闘 状 況 の 場 面 か ら 同 様 の 例  
を 挙 げ て み る と 、
“ 上 刺 刀 ……” 格 拉 格 拉 地大家都上刺刀。
枪 声 更 近 … …走 着 的 时 候 瞧 见 远 远 的 白 云 ，一 滚 一 滚 地 滚 上 天 。云散 
了 。刚 一 散 ，拍 拍 拍 — 又 一 堆 云 … … 再 一 近 ，子 弹 叱 叱 叱 地 飞 。都走 
着 ，不 由 自 主 地 ，一 个 跟 一 个 。… 心 里 空 空 洞 洞 的 。怕 倒 不 怕 ：没有エ 
夫 怕 。已 经 记 不 得 自 己 有 手 ，有 脚 ，有 脑 袋 。也 记 不 得 自 己 是 什 么 东 西 ， 
只 是 别 人 走 你 也 走 ，別 人 放 枪 你 也 放 ，別 人 逃 你 也 逃 ，跟 着 别 人 做 ，老有 
错 。… …大家都在做梦。
と 描 か れ 、「大 家 都 」「都 走 着 」「別 人 」とあるように、「私 」の目に映った戦 
闘 場 面 が あ り の ま ま に 記 さ れ て お り 、語 り 手 の 主 観 は 一 切 含 ま れ て い な  
い。こ の よ う に 「二 十 一 個 」で は 、一 人 称 の 語 り の 構 造 を 用 い な が ら も 、 
「私 」が 読 者 に 自 身 の 主 観 を 押 し つ け る よ う な 心 理 叙 述 は 含 ま れ て い な  
い。こ の 作 品 で は 「眼」の 自 然 描 写 と 語 り の 工 夫 か ら 事 実 を 写 生 す る 創 作  
方 法 に 徹 し 、そ れ が か え っ て 読 者 に 戦 場 の 緊 張 感 を も た ら し て い る 。こ 
こに、この作品の特筆すべき特徴が表出されている。
「三 天 半 的 夢 」以 降 の 作 品 で は 、主として 若 い 知 識 青 年 の 苦 悩 す る 心 理  
面 を 描 い て き た 。が 、この作品では、沈 振 国 が 述 べ て い る よ う に 、「“ 操他 
妈 ，” 沈 振 国 说 ，“ 要 不 是 乡 里 连 稀 饭 都 吃 不 着 ，谁 来 吃 窝 窝 的 狼 ！” 」と、食い 
扶 ち に 困 っ て 軍 隊 に 入 る よ う な 貧 し い 下 層 階 級 出 身 者 と お ぼ し き 人 々 が  
登 場 人 物 で あ る 。そ し て 、最 後 に 非 人 間 的 な 待 遇 に た ま り か ね 、脱走する
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場 面 で は 、
九 个 不 带 一 点 花 的 打 头 走 ，手 指 按 在 枪 机 上 ，怕 万 一 有 什 么 忘 八 蛋 来 。
“ 操 他 屁 股 ，掩 护 退 却 ，这 才 是 掩 护 退 却 唾 ！” 来 兴 自 语 着 。大 家 都 笑 了起 
来 。
と描かれ、そ こ に は 非 人 間 的 な 待 遇 に よ る 辛 さ か ら 解 放 さ れ て 、喜 び 、楽 
しさ、と い う 好 印 象 を 読 者 に 与 え て い る 。苦 悩 す る 若 い 知 識 青 年 を 材 料  
に し た こ れ ま で の 作 品 と 違 っ て 、下 層 階 級 に お い て 微 か な 希 望 さ え も 浮  
か び 上 が っ て く る よ う に 締 め 括 ら れ て い る 点 も 創 作 上 の 大 き な 転 換 作 で  
ある。
この作品で、張 天 翼 は 写 実 の 描 写 を 実 践 し た 。後 に 馮 乃 超 が 記 し 、張天 
翼 に 作 家 と し て の 地 位 を 与 え た ・ と さ れ る 同 時 代 評 に 、
他 要 探 求 新 的 形 式 ， 同時要丢弃舊形式的影響。 我 們 所 謂 舊 形 式 ，就 
是 感 傷 主 義 ，個 人 主 義 ，頹 廢 氣 分 ，甚至於理想主義燒成一爐的浪漫主義 
的 形 式 ； ー ー 略 一 一
( 「新人張天翼的作品」李 易 水 《北斗》創 刊 號 1931年 9 月2 0 日） 
と あ る よ う に 、今 ま で の 古 い 形 式 で あ る 「感 傷 主 義 •個 人 主 義 •頹 廃 的 気  
質 」は 捨 て 去 ら れ て い る 。また、丁玲が指摘しているように兵隊者という 
独 自 の “ 題 材 ” (23)を 見 つ け 、さ ら に 、主題面では底辺に生きる人々の苦し 
みと希望と 言 っ た 張 夫 翼 の こ れ ま で の 作 品 に な か っ た 特 徴 を 巧 み に 出 し  
た秀 作 と 言 え る で あ ろ う 。
最 後 に 扱 う 「皮 帯 」の 主 人 公 •鄧 炳 生 も 下 層 階 級 か ら 食 い 扶 ち に 困 っ て  
軍 隊 に 志 願 し た 人 物 で あ る 。こ の 小 説 は 、「斜 皮 帯 」を着けれる将校にな 
り た い と 願 う 鄧 炳 生 先 生 が 、親 類 の ツ テ を 頼 っ て 昇 進 す る も の の 、履歴 
と 優 柔 不 断 な 性 格 と が あ だ と な っ て 人 間 関 係 に 悩 む 。あ る 日 、遠縁の所 
長 が 転 出 す る と 、本 部 よ り 「待 命 」の 辞 令 が 出 さ れ 、鄧 炳 生 が 「斜 皮 帯 」の 
前 で 泣 き 崩 れ る と い う 内 容 で 、軍 隊 内 に お け る 人 事 の 浮 沈 に よ っ て 表 出  
する出世欲の 愚 か さ を 指 摘 し た 作 品 で あ る 。
こ の 作 品 の 興 味 深 い と こ ろ は 、主 人 公 の 鄧 炳 生 が 「斜 皮 帯 」を身に着け 
るこ と に 固 守 す る 姿 で あ る 。その理由とは以下である。
“ 堂 客 们 也 吊 斜 皮 帯 ！”
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一 个 劲 儿 跳 起 来 ，他 在 房 里 打 旋 ，像要找一条斜皮带。一 一 中 略 一一 
对 窗 子 站 住 ，瞧 着 太 阳 ，打 了 个 喷 嚏 。幻 想 也 从 喷 嚏 里 喷 了 出 来 。他要是 
当 了 长 官 ，就 譬 如 说 准 尉 罢 ，他 得 着 上 武 装 ，吊着 斜 皮 带 ，回乡去一转。他 
第 一 个 去 拜 望 那 鸟 七 伯 伯 ，把 眼 睛 长 在 可 额 头 上 的 。他 得 在 城 里 走 走 ， 
那 些 绑 横 皮 带 的 士 兵 瞧 见 他 ，就 脚 跟 靠 脚 跟 站 直 了 ，叫 “ 敬 礼 ” ！于是所 
有 的 熟 人 都 嫉 妒 地 瞧 着 他 。
「ご 婦 人 で さ え も 斜 皮 帯 を 着 け て い る ！」この思いから、.鄧炳生は斜皮帯 
を 着 け る こ と を 夢 見 る 。斜 皮 帯 を 着 け れ ば 、貧 し い 父 母 を 扶 養 す る こ と  
が で き 、故 郷 に 錦 を 飾 る こ と も で き る 。彼 が 斜 皮 帯 に 固 守 す る こ と に は 、 
今 ま で の 現 実 生 活 で は あ り え な か っ た 昇 進 と い う 「妄 想 」にとりつかれた 
凡 庸 な 人 間 の 姿 が あ る 。そ の 「妄 想 」が 本 文 で は た び た び 出 現 す る 。例え 
ば、彼 は 昇 進 と い う と り と め の な い 想 像 に 耽 る 。本 文 で は 「これか ら は … 
…」が 3度 繰 り 返 さ れ て 、一 つ 目 は 、眠 れ ず に い る 時 間 経 過 。二 つ 目 は 、新 
し い 生 活 へ の 希 望 。三 つ 目 は 、斜 皮 帯 を 着 け た 姿 が 想 像 さ れ て い る 。ここ 
で も 普 通 な ら 実 現 で き な い 事 柄 が 「妄 想 」という夢の空間となって語られ 
て い る 。こ れ ら の 「妄 想 」には、最 も 凡 庸 な 人 間 （炳 生 ）を、最も非凡な人物 
(将 校 ）へ 変 わ る よ う に 描 か れ 、ありきたりの退屈な生活空間から誇大さ 
れ た 妄 想 空 間 に 変 わ る 創 作 上 の 仕 掛 け が あ る 。ま た 、一般生活ではあり 
え な い こ と が 、ツ テ と い う 封 建 的 な 社 会 組 織 に よ っ て 実 現 し て し ま う 。 
そ こ に こ の 小 説 の 面 白 さ と 悲 劇 が あ り 、作者の主張したい出世欲のおろ 
か さ を 物 語 る 伏 線 が 「妄 想 」を 通 し て 一 つ 一 つ 張 ら れ て い る 。少尉に昇進 
し た も の の 、炳 生 先 生 は 伯 父 の 所 長 が 転 出 す る と 、本 部 か ら 「待 命 」を言 
い 渡 さ れ る 。所 長 が 消 え て も ま だ 昇 進 で き る と 「妄 想 」を 抱 き 、状況の読 
め な い 炳 生 に 、ある種の滑稽さを.も感じる。「待命」が 現 実 に な る と 、彼は 
あ こ が れ の 斜 皮 帯 の 前 で 跪 い て 泣 く の で あ っ た 。こ う し て 「妄 想 」から始 
ま っ た 将 校 生 活 は 、炳 生 の 愚 か さ を 指 摘 す る よ う に し て 、「妄 想 」する以 
前 の 状 態 に 戻 る の で あ っ た 。こ の 作 品 で は 、凡 庸 な 人 間 の 「妄 想 」を通じ 
て 、現 実 世 界 で 否 定 す べ き 立 場 の 人 間 を 誇 張 さ せ 、戯 画 化 す る こ と に よ  
っ て 生 ま れ た 諷 刺 の 技 巧 が う ま く 表 出 さ れ て い る 。諷刺に関して魯迅は 
以 下 の よ う に 指 摘 し て い る 。
「諷 刺 」の 生 命 は 真 実 で あ る 。実 際 に 起 こ っ た 事 で な く て も よ い が 、
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実 際 に 起 こ り 得 る 事 で な け れ ば な ら な い 。だから、そ れ は 、「捏 造 」で 
は な い し 、「中傷」で も な い 。 一 （中略）一 ふ だ ん 、誰もが少しも気 
に と め て い な か っ た 。だ が 、そ れ ら の 事 は 、不 合 理 で 、お か し な 、軽 
蔑 す べ き も の で あ り 、憎 ら し く さ え な っ て い た の で あ る 。ところが、 
そ う し て 行 わ れ て き て 、習慣 に な っ た の で 公 開 の 場 や 大 勢 の 人 々 の  
中 に あ っ て も 、誰 も 奇 怪 に 感 じ な か っ た 。い ま 、それをとりあげる 
と、人 を 興 奮 させるのである。・
こ の 「皮 帯 」は 「実 際 に 起 こ り 得 る 事 」、つ ま り 、主 人 公 が と り と め の な  
い 想 像 を 起 し 、親 類 の ツ テ を 頼 っ て 昇 進 を 狙 う 事 か ら 、そ の 人 物 の 「不合 
理 で 、お か し な 、軽 蔑 す べ き 」人 柄 が 物 語 に 表 出 し 、そ の 主 人 公が一旦は 
昇 進 す る も の の 「待 命 」が 現 実 に な る こ と で 、出世欲の愚かな世界が出現 
す る 。そ の 愚 か さ を 冷 静 な 筆 致 で痛烈に諷刺したのがこの作品である。
張 天 翼 は こ れ 以 後 、素材面では底辺に生きる人々を取り上げ、筆致面で 
は 「二 十 一 個 」に あ る 写 実 描 写 と 「皮帯」にある社会組織上に表出する愚か 
さ や 誤 り を 諷 刺 す る と い う 技 巧 を 軸 に し て 、精 力 的 な 創 作 活 動 に 入 る 。 
そ し て 、後 に 「華 威 先 生 」（『文 芸 陣 地 』第 1巻 第 1期 1 9 3 8 年 ）という諷刺小 
説 の 最 高 傑 作 を 創 作 す る の で あ る 。
(お わ り に ）
本 稿 で は 、張 天 翼 の 杭 州 時 代 か ら 「左 連 」に加入する直前までの短編小 
説 よ り 、創 作 上 の 特 徴 に つ い て 取 り 上 げ て き た 。そ れ は 、翻訳物からヒン 
卜を得て創作した探偵小説、1 92 5 年以降の暗い時代 状 況 や 魯 迅 の 「野 草 」 
の 影 響 を 感 じ さ せ る 象 徴 主 義 の 作 品 、さらに、丁 玲 の 「莎 菲 女 士 の 日 記 」 
の 影 響 を 窺 わ せ る 若 い 知 識 人 の 内 面 描 写 な ど 、創 作 に お けるスタイルの 
変 化 が 見 ら れ 、加 え て 作 品 に 新 し い 描 写 方 法 を 実 験 的 に 駆 使 し 続 け る 姿  
勢 で あ っ た 。そ し て 、独 自 の 素 材 を 用 い て 執 筆 し た 兵 隊 物 で は 、写実描写 
と諷刺性を取り入れ、自身の創作スタイルを確立していく新人作家•張天 
翼 の 姿 が あ っ た 。
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〈注 〉
氺…本 稿 で は 『張 天 翼 文 集 』（全 1 0 巻 上 海 文 芸 出 版 社 1 9 8 5 年 ）を底本として用い 
た。
(1) 『魯迅日記』下 巻 637頁 人 民 文 学 出 版 社 1976年
(2) 張 天 翼 の 探 偵 小 説 に つ い て は 鈴 木 康 予 氏 の 「張 天 翼 一 『鬼 土 日 記 』を中心 
に」 （『中国学志』1998年 102頁 ）参 照 。
(3 ) 例 え ば 「X 」（『半 月 』第 3 卷 第 6 期 1 9 2 3 年 1 2 月8 日）で は 、小説冒頭頁の挿 
絵 の 中 に 小 見 出 し で “ 徐 常 雲 新 探 案 ” と記されている。
(4) 『清 末 民 初 小 説 目 録 』 清 末 小 説 研 究 会 •編 1988年 3 月 1 日
(5) 「我 的 幼 年 生 活 」（文 集 9 巻47 8 頁 ）で は 「我在通 俗 图 书 馆 看 了 许 多 林 琴 南 译  
的 东 西 ，还 有 许 多 侦 探 小 说 。」と、林 訳 物 と 探 偵 小 説 と を 併 記 し て 記 さ れ て  
い る こ と か ら も 推 察 で き る で あ ろ う 。
(6) 内 容 は 五 •九 （国 恥 記 念 日 ）に 際 し て 、某国の製品 を ボ イ コ ッ ト し よ う と す  
る 学 生 と そ の 製 品 を 売 っ て 家 計 を 営 む 両 親 と の 心 の 葛 藤 を 描 い た 作 品 で  
あ る 。
(7 ) 「月 下 」（『半 月 』第 2巻 第 2 2 期 1 9 2 3 年 7 月2 8 日）は あ る 夜 、暗い公園で中 
年 の 男 が 月 の 光 を た よ り に 小 鳥 の 巣 を 襲 う カ ラ ス を 目 撃 す る 。巣を守ろ 
う と す る 親 鳥 の 光 景 を 見 て 、そ の 男 は ふ と 自 身 の 境 遇 を 思 い 出 す 。懸命に 
働 い て 死 ん だ 父 と 強 盗 か ら 主 人 公 を 守 ろ う と し て 身 代 わ り に 死 ん だ 母 が  
浮 か び 上 が り 、悲 し み に 暮 れ る と い う 内 容 の 短 編 で 、抒情性を醸し出した 
作 品 で あ る 。
(8) 『張 天 翼 研 究 資 料 』 中 国 現 代 文 学 史 資 料 汇 编 沈 承 寛
中 国 社 会 科 学 出 版 社 1982 年 「我 和 天 翼 相 处 的 日 子 」 周颂棣 65頁
(9 ) 「黑 的 颤 动 」は 、夜 の 暗 黒 に 怯 え る 私 が 闇 夜 の 恐 ろ し い 静 寂 の 中 、自己の 
「寂 寞 」感 と 「震 え 」が 増 し 、「死 」の 恐 怖 に 陥 っ て し ま う と い う 内 容 で 、暗 
黒 の な か に 潜 む 「死 」の 恐 怖 を 象 徴 し た 作 品 で あ る 。
(10 ) 「走 向 新 的 路 」では、腸 の 病 で 死 期 を 悟 っ た 主 人 公 は 「死 的 賛 美 者 J となる 
そ ん な 彼 女 の 最 期 の 望 み は 理 想 の 恋 人 と 新 し い 世 界 へ 行 く こ と で あ っ  
た 。高 熱 の 最 中 、夢 の 中 で 恋 人 と お ぼ し き 「黒 的 人 」が や っ て 来 る 。が 、彼 
女 は 恐 怖 の あ ま り 一 歩 も 動 け ず に 目 を 覚 ま し て し ま う 。恐怖は一時的に 
消 え た も の の 、身 の 苦 痛 は さ ら に 増 し て い く と い う 不 治 の 病 か ら 救 わ れ  
な い 女 性 の 希 望 と 恐 怖 を 描 い た 作 品 。
(1 1 ) 「黒 的 微 笑 」は 日 記 形 式 を 採 っ て 、悲 観 的 な 老 人 が 死 の 恐 怖 に 慄 き な が  
ら、死 生 観 を 語 っ て い く 話 で 、死 期 の 恐 怖 に 慄 く 老 人 が 「阿 弥 陀 仏 」と唱
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え る こ と に よ り 、「死 」か ら 「生 」への執着心を得る様子が生々しく描かれ  
て い る 。主 人 公 の 暗 い 内 面 を 象 徴 的 に 描 く こ と に よ っ て 、個の 心 理 状 態  
が 不 安 で 恐 ろ し い も の で あ る と 表 出 す る 一 方 で 、極楽浄土への象徴とも  
さ れ る 「阿 弥 陀 仏 」や 一 般 生 活 上 で の 光 景 を 顧 み 、そ こ か ら 生 .に 執 着 し 、 
歩 み は じ め る 人 間 の 姿 が 描 か れ た 作 品 で あ る 。
(12) 魯 迅 関 連 で は 「论 《阿Q 正 侍 》」、「关 于阿Q的 典 型 意 义 』、「读 《阿Q 正 传 》札 
记 」の 阿 Q 物 か ら 「哀 悼 鲁 迅 先 生 」「 鲁 迅 先 生 是 怎 么 的 人 」などの雑文が  
ある。
(13) 「『野 草 』の 背 景 について」 片山智行
大 阪 市 立 大 学 文 学 部 紀 要 「人 文 研 究 」第 32 巻 1 9 8 1 年
(14) 『魯 迅 選 集 』 第 一 巻 「野 草 」竹 内 好 訳 岩 波 書 店
1 9 6 4 年 改 訂 版 第 1刷 発 行 よ り 引 用 。以 下 の 引 用 箇 所 も 同 一 本 を 用 い た 。
(15) 『魯 迅 全 集 』 第 三 巻 「華 盖 集 続 編 」人 民 文 学 出 版 社 1981 年
(16) 『丁 玲 の 自 伝 的 回 想 』 中 島 み ど り 編 訳 1982年 朝 日 新 聞 社 238 頁
(17 ) 「关 于 莎 菲 女 士 」（『人 民 日 報 』1957 年 10 月 1 5 日）は‘‘ 丁 玲 •陳 企 霞 反 党 同  
盟 ” の 問 題 を 経 て 、反 右 派 運 動 が 拡 大 さ れ た 時 期 に 発 表 さ れ た も の で 、張 
天 翼 が 民 国 期 に 持 っ た 感 想 以 外 に 作 品 に 対 す る 批 判 が 端 々 に あ る 。しか 
し、こ の 問 題 は 本 稿 の 主 題 で は な い の で 、ここでは 詳 し く 論 じ な い 。
(18 ) 「天 翼 的 信 」の 初 出 は 『人 世 間 』（第 一 期 1936年 3 月 1 6 日）で あ る が 、『張 
天 翼 研 究 資 料 』（注 （8 ) 参 照 12 8 頁 ）に も あ る よ う に 手 紙 が 書 か れ た 時  
期 は 1 9 3 1 年 頃 と 思 わ れ る 。引 用 箇 所 は 「我个人以为茅盾和丁玲二人是中  
国 最 有 希 望 的 作 家 。」で あ る 。
(1 9 )  他 の 作 品 と し て 「從 空 虚 到 充 実 」（後 に 「荊 野 先 生 」と 改 題 。初 出 『萌芽月 
刊 』第 1 巻 第 2期 19 30年 2 月）は、主 人 公 •李 荊 野 が 北 京 で の 生 活 を 「一切 
は 暗 黒 で 、み な 空 虚 で あ る 。」と 語 り 、虚 し い 日 々 を 過 ご す 。彼自身その  
よ う な 生 活 を 改 善 し た い も の の 、は っ き り と し た 目 的 が な い が た め に 彷  
徨 い 続 け る 青 年 を 描 い て い る 。「三 弟 兄 」（作 .1 9 3 0 年 7 月 。初 収 『從空虚  
到 充 実 』）は 辛 亥 革 命 後 、社 会 •経 済 構 造 の 大 変 化 に よ り 、士大夫階級の  
ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 喪 失 が 顕 著 に な り 、そ れ を 克 服 す る 「出路」を捜し求 
め て 苦 し む 青 年 の 姿 を 描 い た 作 品 な ど が あ る 。
(2 0) 該 当 箇 所 を 長 め に 引 用 し て み る と 、「在 那 个 时 候 ，很 多 青 年 知 识 分 子 是 熟  
悉 莎 菲 这 号 人 的 。有 的 否 定 她 ，鄙 视 她 。有 的 却 肯 定 她 ，同 情 她 。当 然 ，同时 
也 有 的 是 感 到 新 奇 有 趣 ，因 为 中 国 作 品 里 还 没 有 出 现 过 这 样 的 女 人 — 来 
这 样 现 身 说 法 ，来 这 样 精 细 而 又 大 胆 地 写 出 自 己 的 情 欲 ，写出自己怎样玩弄
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恋 爱 ，怎 样 卖 弄 风 情 。」とある。
(21) 『胡風全集』第 七 卷 集 外 編 HI 湖 北 人 民 出 版 社 1 9 9 9 年 1月 281頁
(22) 顔 雄 < 丁 玲 説 《北斗》> ( 『新 文 学 史 料 』2 0 0 4 年3 期 ）で 、丁玲は以下のよ 
う に 語 っ て い る 。
当 然 最 引 人 注 意 的 是 这 一 篇 《新 人 张 天 翼 的 作 品 》。这 是 老 作 家 老 批 评
家 冯 乃 超 同 志 写 的 （署 李 易 水 ）。张 天 翼 多 年 前 就 发 表 小 说 了 ，可 是 ，给他
定 位 却 是 这 篇 文 章 。
(23 ) 丁 玲 の 「魍 魎 世 界 」（『丁 玲 全 集 』第 十 卷 6 0 頁 河 北 人 民 出 版 社 2 0 0 1 年 
1 2 月）に 以 下 の 文 が あ る 。
我 对 张 天 翼 当 时 的 思 想 情 况 和 他 过 去 的 历 史 都 不 甚 了 解 ，但 我 知 道 ，他是 
左 联 的 盟 员 。他 的 短 篇 小 说 《二 十 一 个 》似 乎 是 第 一 次 以 兵 士 为 题 材 的 , 
我 是 喜 欢 过 的 。
(24 ) 『魯 迅 全 集 』第 八 卷 ，「且 介 亭 雑 文 二 集 」“ 「諷 刺 」と は 何 か ” 学習研究社 
1992 年
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